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Ｑ　

図
書
館
協
議
会
と

公
民
館
運
営
審
議
会
が

廃
止
さ
れ
る
。
公
民
館

は
生
涯
学
習
推
進
員
に

よ
る
審
議
が
可
能
と
考

え
る
が
、図
書
館
は「
利

用
者
が
な
に
を
望
ん
で

い
る
か
」、「
使
い
や
す

い
図
書
館
に
す
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」
な
ど
住
民
視
点
で

審
議
を
す
る
場
が
必
要

　
平
成
二
十
二
年
度
寒
川
町
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人

保
健
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
下
水
道
、
介
護
保
険
、
（
仮
称
）
健
康

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
の
六
事
業
特
別
会
計
の
予
算
は
、
二

月
二
十
五
日
の
本
会
議
に
提
案
さ
れ
、
議
会
は
六
名
の
委
員
で
構
成

す
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
三
月
十
日
、
十
一
日
、
十
五
日
、
十
六
日
、
十
七
日

の
五
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
一
般
会
計
及
び
国
民
健

康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
下
水
道
、
介
護
保
険
の
四
事
業
特
別

会
計
を
賛
成
多
数
で
、
ま
た
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
、
（
仮
称
）

健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
を
全
会
一
致
で
可
決
と
し
、
本

会
議
最
終
日
の
採
決
に
お
い
て
も
、
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

予算特別委員会
平成 22 年度予算総額
224 億 2,438 万円を可決

と
考
え
る
が
。

Ａ　

今
後
は
、
社
会
教
育
委
員

会
に
統
合
さ
れ
、
図
書
館
運
営

等
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
審
議
回

数
が
増
え
、
充
実
し
た
審
議
が

期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
開
か
れ
た
図
書
館
の
あ
り

方
を
追
求
し
な
が
ら
、
町
民
の

図
書
館
に
対
す
る
思
い
を
聞
く

機
会
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

審査の焦点
　
予
算
特
別
委
員
会

の
審
査
に
お
い
て
、

各
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
質
疑
と
そ
れ
に
対

す
る
答
弁
の
要
約
を

掲
載
し
ま
す
。

審査会場（第１委員会室）

一般会計予算の　内訳

歳出総額　129億4,300万円

消防費
議会費
商工費
農林水産業費
労働費
予備費

5億5,028万円（4.2%）
1億8,480万円（1.4%）
1億4,933万円（1.2%）
1億1,465万円（0.9%）
1億1,423万円（0.9%）
5,000万円（0.4%）

寒川総合図書館

公債費　13億921万円（10.1%）

土木費
22億5,486万円（17.4%）

衛生費
14億1,775万円（11.0%）

民生費
39億3,401万円
（30.4%）総務費

14億9,858万円
（11.6%）

教育費
13億6,530万円
（10.5%）

歳出

望
ま
れ
る
図
書
館
運
営
の
た
め　

審
議
の
場
を
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Ｑ　

財
源
不
足
で
あ
る

平
成
二
十
二
年
度
予
算

で
は
、
町
民
全
体
で
痛

み
を
分
か
ち
合
っ
て
い

る
。
町
職
員
も
給
料
の

削
減
、
福
利
厚
生
費
の

休
止
を
行
っ
た
。
教
育

費
も
大
幅
な
削
減
を
し

て
い
る
中
、
教
職
員
福

利
厚
生
経
費
は
現
状
維

持
で
あ
る
。

　

こ
の
あ
り
方
に
つ
い

Ｑ　

防
犯
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
勤
務
日
数
が
週

五
日
か
ら
三
日
に
減
少

し
、
小
学
校
安
全
対
策

推
進
事
業
費
は
予
算
が

削
減
さ
れ
た
。
財
政
面

か
ら
み
る
と
い
た
し
方

な
い
が
、
児
童
生
徒
の

登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
、
今
後
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
心
配
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
補
完

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

こ
の
経
費
は
、
教
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
な
ど
を
考

慮
し
、
先
生
が
元
気
で
い
ら
れ

る
よ
う
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

三
市
一
町
の
湘
南
教
職
員
福
利

厚
生
会
に
委
託
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
負
担
割
合
を
見
直

し
減
額
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
削
減
に
向
け

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ　

登
下
校
時
の
安
全
対
策

は
、
町
、
教
育
委
員
会
、
そ
し

て
地
域
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
挨
拶
な
ど
を
交
わ
し
な
が

ら
心
の
通
う
安
全
対
策
を
確
立

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
青
パ
ト
（
青
色
回
転

灯
付
パ
ト
ロ
ー
ル
車
）
の
巡
回

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
週
五
日

走
ら
せ
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

一般会計予算の　内訳

歳入総額　129億4,300万円

【町税の内訳】

町民税	 29億2,299万円（22.6％）
固定資産税	 42億8,581万円（33.1％）
軽自動車税	 5,560万円（0 . 4％）
町たばこ税	 3億729万円（2 . 4％）
都市計画税	 4億6,681万円（3 . 6％）

繰入金
地方譲与税
分担金及び負担金
地方特例交付金
自動車取得税交付金
使用料及び手数料
財産収入
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
地方交付税

3億2,400万円（2.5%）
1億2,900万円（1.0%）
1億2,515万円（1.0%）
6,800万円（0.5%）
6,700万円（0.5%）
6,587万円（0.5%）
3,972万円（0.3%）
1,600万円（0.1%）
900万円（0.1%）
664万円（0.1%）
300万円（0.0%）
300万円（0.0%）
100万円（0.0%）

教職員球技大会（イメージ）パトロール車

町債
10億6,470万円
（8.2%）

諸収入
3億7,464万円
（2.9%）

繰越金
2億8,000万円
（2.2%）

地方消費税交付金
4億5,000円
（3.5%）

町税
80億3,850万円
（62.1%）

国庫支出金
11億9,362万円
（9.2%）

県支出金
6億8,416万円
（5.3%）

歳入

教
職
員
福
利
厚
生
経
費
の
あ
り
方
に
疑
問

児
童
生
徒
の
登
下
校
時　

安
全
対
策
へ
の
対
応
を
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審 査 意 見 書（予算特別委員会）

　寒川町は、一昨年秋からの世界的不況の影響を受け、町の財政は過去に類を見ない極めて厳しい状
況にあります。
		このような状況の中、町の平成22年度一般会計予算及び６特別会計予算の総額は、224億2,437万7千
円で対前年度比5.7％の減となっており、特に一般会計予算では、対前年度比11億9,800万円、8.5％の減
となる大幅な緊縮型予算となっています。
		まず歳入においての個人町民税は、雇用状況の一層の悪化により、前年度と比べ3億8,150万円の減
となり、法人町民税は、町内企業の業績が依然厳しい状況から、前年度と比べ3億742万円の減となるな
ど、町税全体で6億9,003万円の大幅な減となっています。
　さらに自動車取得税交付金や地方特例交付金等が減収となることから、この財政危機を乗り越えるた
め、町は緊急財政対策会議を立ち上げ、「町民の生命、財産を守るため欠かせない事業」は継続してい
くという基本的考えのもと、大幅な事業の見直しを行うなど、財源不足を補う苦心のあとが随所にうかが
われます。
　その結果、歳出については総務費で、交通安全及び防犯対策として、道路反射鏡新設工事及び防犯
灯新設工事の実施、町民への情報手段として、議会だより及び広報さむかわのポスティングによる全戸
配付の実施、民生費では、子ども手当等支給事業費の創設、衛生費では、町と茅ヶ崎市との広域で、平
成24年度稼働予定の（仮称）広域リサイクルセンター建設事業、土木費では、寒川駅北口に新たな公園
の整備、旭が丘中学校付近の旭橋への歩道設置工事、さがみ縦貫道路の整備に伴う田端西地区まち
づくり事業、消防費では、消防団の消防車両購入や防火水槽新設工事など、喫緊な事業を厳選したもの
と考えます。
　また、小学校3年生まで拡大した小児医療費助成制度の継続、妊婦健康診査の回数を5回から14回
に増やした妊婦健康診査委託の継続などは、小児の健康増進と保護者の経済的負担の軽減を図るも
ので、安心して暮らせる健康なまちづくり、子育てしやすいまちづくりへの積極的な取り組みとして評価す
るものであります。
　さらに、教育費においては、児童・生徒の安心・安全のため小谷小学校教室棟、旭が丘中学校技術棟
の耐震補強工事を実施。これにより小中学校の耐震化率が100％となります。また、小学校の英語指導の
充実や各小学校の児童１人に1台の割合で配備するコンピュータ活用事業など、限られた財源の中で、
集中と選択を行った予算配分は一定の評価をするものであります。
		しかしながら、緊急財政対策による大幅な事業の見直しにより、児童、生徒の登下校時の安全確保策
や青少年事業など、町民への配慮に疑問を抱かせる点も見受けられます。
　今後の予算執行にあたっては、審査の過程で指摘された委員の意見など十分配慮するとともに、財政
状況の厳しさを職員が十分認識し、より一層の効率化と選択、重点化に取り組み、しっかりと将
来を見据えた施策を追求し、財源の効率的な運営に努められるよう要望し審査意見とします。

Ｑ　

緊
急
財
政
、
非
常

時
と
い
う
な
ら
、
寒
川

駅
北
口
地
区
一
号
街
区

公
園
な
ど
の
大
型
建
設

事
業
は
延
期
と
い
う
判

断
を
す
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
。

　
一
部
を
見
直
し
、
予

算
を
少
し
回
す
だ
け
で

福
祉
・
教
育
な
ど
が
行

え
た
と
考
え
る
が
。

Ａ　

予
算
は
先
送
り
で

Ｑ　

企
業
誘
致
の
促
進

は
、
町
が
今
、
一
番
力

を
注
ぐ
べ
き
事
業
で
は

な
い
か
。

　

今
後
二
十
年
、
三
十

年
先
を
見
据
え
て
、
今

の
子
ど
も
達
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
財
源

確
保
・
税
収
の
あ
が
る

ま
ち
づ
く
が
必
要
で
あ

る
。

　

そ
の
た
め
の
企
業
誘

き
な
い
事
業
を
厳
選
し
、
計
上

し
て
い
ま
す
。
一号
街
区
公
園
な

ど
寒
川
駅
北
口
地
区
の
整
備
に

つい
て
は
、
安
全
対
策
や
商
業
の

活
性
化
の
観
点
か
ら
、
二
十
二

年
度
に
事
業
を
行
う
も
の
で

す
。

　

な
お
、
寒
川
駅
北
口
エ
レ
ベ
ー

タ
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
設
置
事
業
や

小
出
川
の
寺
尾
橋
架
替
事
業
等

の
大
型
建
設
事
業
は
先
送
り
を

し
ま
し
た
。

致
に
取
り
組
む
考
え
は
。

Ａ　

現
在
、
町
に
は
大
き
な
工

業
用
地
が
な
い
状
況
で
す
。

今
後
、
早
急
に
田
端
西
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
の

で
、
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に

向
け
地
元
と
協
力
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
新
幹
線
新
駅
誘
致
地

区
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
も
進
め

な
が
ら
、
企
業
誘
致
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

財
政
難
の
折　

大
型
建
設
事
業
は
延
期
を

将
来
の
財
源
確
保
に
向
け　

企
業
誘
致
促
進
の
取
り
組
み
を

予算特別委員会委員別賛否の状況（○＝賛成、×＝反対）

委　員　名

会　計　区　分

一般
会計

特別会計

国保 老人 後期
高齢 下水道 介護 用地

取得

◎委 員 長 杉 㟢 隆 之 ― ― ― ― ― ― ―

○副委員長	 小 沢 千 明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　委　　員 黒 沢 善 行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　〃 柳 下 雅 子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　〃 喜多村	 出 × × ○ × × × ○

　〃 早乙女	 昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

早急なまちづくりが望まれる田端西地区 寒川駅北口地区一号街区公園
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討
論
要
旨

平成22年度予算
　
三
月
二
十
三
日
の
本
会
議
最
終
日
、
平
成

二
十
二
年
度
予
算
の
採
決
に
先
立
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計

予
算
総
額
は
百
二
十
九
億
四
千

三
百
万
円
で
、
子
ど
も
手
当
創

設
増
額
分
を
差
し
引
く
と
対
前

年
度
比
一
二
・
一
％
の
減
、
金

額
に
し
て
十
七
億
千
百
五
十
五

万
円
の
減
額
と
大
幅
な
緊
縮
型

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
大
幅
減
額
は
経
済
情

勢
の
厳
し
さ
か
ら
や
む
を
得
な

い
と
理
解
し
ま
す
が
、
町
税
等

の
収
納
率
向
上
対
策
や
保
育
園

の
運
営
方
法
見
直
し
等
に
よ
る

財
源
確
保
に
、
今
後
も
最
大
限

の
努
力
を
要
請
し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
大
幅
な
歳
入
減

の
た
め
多
く
の
事
業
を
縮
小
・

休
廃
止
し
て
い
ま
す
が
、
次
の

四
つ
の
視
点
か
ら
評
価
で
き
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
、
福
祉
の
維
持
・
向
上

の
視
点
で
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
補
助
事
業
費
で
約
千
四
百
万

円
、
町
立
保
育
園
運
営
事
業
費

で
約
千
五
百
万
円
の
減
額
で
す

が
、
基
金
の
取
り
崩
し
や
委
託

料
見
直
し
に
よ
り
事
業
内
容

に
変
更
が
な
い
こ
と
。
ま
た

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

等
に
約
四
千
七
百
万
円
、
子

ど
も
手
当
等
支
給
事
業
に
約

五
億
千
三
百
万
円
を
増
額
し
て

い
る
こ
と
。

　

次
に
少
子
・
高
齢
化
対
策
は

十
分
か
の
視
点
で
は
、
小
学
三

年
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
事
業

の
継
続
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
事
業
へ
の
増
額
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
校
舎
内
へ
の
移
転

や
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
見

直
し
等
の
着
実
な
取
り
組
み
。

　

環
境
・
防
災
対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
全
小
・
中
学
校

校
舎
の
耐
震
化
終
了
、
旭
橋
の

歩
道
整
備
等
評
価
で
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
一
般
会

計
予
算
の
歳
入
で
は
町
税
が

六
億
九
千
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
お
り
、
町
民
の
所
得
が
減
少

す
る
中
、
町
の
緊
急
財
政
に
か

ん
が
み
、
企
業
立
地
促
進
条
例

に
よ
る
減
税
策
を
休
止
・
廃
止

す
る
こ
と
や
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
額
の
増
額
を
図
る
な

ど
、
歳
入
の
一
層
の
確
保
に
努

め
る
べ
き
で
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
障
害
福
祉
の
う

ち
障
害
者
に
直
接
関
わ
る
事
業

十
三
項
目
の
減
額
、
高
齢
者
福

祉
で
の
敬
老
金
や
針
・
灸
・

を
強
い
る
も
の
で
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
公
設
保
育
園
の
増
設

や
小
児
医
療
費
の
所
得
制
限
撤

廃
と
年
齢
枠
拡
大
、
中
小
業
者

へ
の
支
援
策
が
必
要
で
す
。

　

福
祉
・
健
康
・
教
育
す
べ
て

合
わ
せ
て
も
四
千
万
円
あ
れ
ば

従
来
ど
お
り
維
持
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
年
間
先
延
ば
し

と
し
た
寒
川
駅
北
口
の
エ
レ

ベ
ー
タ
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
建
設

こ
そ
、
町
民
の
要
求
で
あ
り
最

優
先
に
行
う
事
業
で
す
。

　

以
上
、
今
回
の
予
算
は
緊
急

財
政
対
策
に
名
を
借
り
た
町
民

に
直
接
関
わ
る
事
業
の
リ
ス
ト

ラ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
反

対
討
論
と
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
も
国
民
健
康
保
険

事
業
は
、
保
険
料
引
き
下
げ
努

力
が
足
り
ま
せ
ん
。
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
は
、
老
人
保
健
制

度
に
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
生
活
困
窮
者

へ
の
減
免
制
度
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
介
護
保
険
事
業
は
、

保
険
料
の
問
題
や
在
宅
介
護
の

厳
し
さ
に
応
え
て
お
ら
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
反
対
し
ま
す
。

財
源
不
足
の
中
、
町
の
現
状
と

　
将
来
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
評
価

緊
急
財
政
対
策
の
名
の
下
に

福
祉
・
健
康
・
教
育
分
野
が
後
退

民
社
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

賛
成
討
論

反
対
討
論

　

ま
た
、
広
域
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
実
施
時
期
や
必
要
性
等
の

様
々
な
議
論
を
考
慮
し
て
成
果

を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
将
来
の
発
展
が
望
め

る
ま
ち
づ
く
り
か
の
視
点
で

は
、
土
木
費
が
対
前
年
度
比
約

四
億
五
千
三
百
万
円
の
減
額
で

す
が
、
経
済
情
勢
か
ら
納
得
で

き
ま
す
し
、
「
田
端
西
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
事

業
展
開
は
大
い
に
評
価
す
る
も

の
で
す
。

　

以
上
、
重
要
施
策
の
ポ
イ
ン

ト
を
評
価
し
賛
成
と
し
ま
す
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
事
業
等
の
減
額
、

健
康
づ
く
り
で
の
検
診
費
用
の

自
己
負
担
分
の
増
額
な
ど
緊
急

財
政
対
策
の
し
わ
寄
せ
が
生
じ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
教
育
費
で
は
、
緊
急

財
政
対
策
の
し
わ
寄
せ
で
施
設

設
備
維
持
管
理
経
費
、
教
育
活

動
充
実
事
業
費
、
教
育
振
興

費
、
学
校
図
書
費
等
ど
れ
も
減

額
と
な
り
、
対
前
年
度
比
で

五
八
％
の
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

教
育
費
の
削
減
は
、
児
童
生

徒
の
い
る
家
庭
に
一
層
の
負
担
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第１回
定例会

第１回
臨時会

人
事
案
件
な
ど
三
十
六
議

案
を
可
決

　
第
一
回
臨
時
会
は
、
二
月
二
日
に
会
期
を
一
日
間
と
定

め
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
議
案
二
件
の
提
案
説
明
を
行
い
、
補
正

予
算
一
件
及
び
工
事
請
負
契
約
の
変
更
一
件
を
そ
れ
ぞ
れ

可
決
し
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
五
日
（
初
日
）
、
斎
藤
議
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
長
辞
職
願
い
を
許
可
し
、

議
長
の
職
が
空
席
と
な
っ
た
た
め
、
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
投
票
に
よ
る
採
決
の

結
果
、
古
山
大
二
議
員
が
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
新
議
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
町
長
よ
り

施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
三
十
四
件
の
議
案
の
説
明
を
行
い
、
人
事
案
件
一
件

を
適
任
と
し
ま
し
た
。

　
三
月
一
日
（
二
日
目
）
に
は
、
初
日
に
提
案
説
明
を
行
っ
た
補
正
予
算
六
件
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
九
日
（
四
日
目
）
に
は
、
追
加
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
一
件
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
二
十
三
日
（
最
終
日
）
に
は
、
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
二
十
件
、
追
加
提
案

さ
れ
た
補
正
予
算
及
び
意
見
書
案
一
件
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
、
追
加
提
案
さ
れ
た
意
見
書

案
三
件
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

工
事
請
負
契
約
の

変
更
な
ど
二
議
案

を
可
決

○
公
共
下
水
道
小
谷
小
動
幹
線

枝
分
割
一
工
事
請
負
契
約
金

額
及
び
工
期
の
変
更
・
平
成

二
十
一
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

本
工
事
は
、
町
道
小
動
四
五

号
線
の
地
下
に
推
進
工
法
に
よ

り
下
水
道
管
を
埋
設
す
る
も
の

で
す
が
、
現
場
の
状
況
か
ら
管

の
埋
設
位
置
を
変
更
す
る
必
要

が
生
じ
、
現
場
状
況
に
適
し
た

工
法
を
採
用
す
る
た
め
、
契
約

金
額
及
び
工
期
の
変
更
を
行
う

も
の
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
変
更
に
関
連
し
、

　

薫く
ん

風ぷ
う

の
候
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
三
月
定
例
会
に

お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
支
持

に
よ
り
、
議
長
の
要
職
に
就
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同

時
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

今
、
政
治
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
明
確
な
指
針
と
強

い
意
志
の
表
示
、
そ
し
て
実
行

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

で
あ
り
ま
す
。

　
※
「
苟

ま
こ
と
に
日
に
新
た
に
、

日
々
に
新
た
に
、
又ま

た
日
に
新

た
な
り
」
の
気
概
を
も
っ
て
、

時
代
の
変
化
に
も
臆
す
る
こ
と

な
く
、
常
に
心
を
深
く
し
、
思

い
を
こ
め
て
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

※
意
味
：
昨
日
よ
り
も
今

日
、
今
日
よ
り
も
明
日
と
、

日
々
、
向
上
す
る
よ
う
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

補　正　予　算　額　表
会計区分 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一 般 会 計 143億352万4千円 △2億5,274万7千円 140億5,077万7千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 52億6,696万6千円 3万8千円 52億6,700万4千円
老 人 保 健 事 業 5,322万9千円 △2,621万9千円 2,701万0千円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5億9,825万1千円 △400万5千円 5億9,424万6千円
下 水 道 事 業 17億2,431万4千円 △3,885万0千円 16億8,546万4千円
介 護 保 険 事 業 22億1,066万3千円 — 22億1,066万3千円
（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業 7,836万6千円 △10万0千円 7,826万6千円

合　　　計 242億3,531万3千円 △3億2,188万3千円 239億1,343万0千円

工
事
請
負
契
約
の
変
更
及
び
補
正
予
算

工事請負契約金額及び工期の変更内容

契約金額
変更前 ４７，８８０，０００円

変更後 ５６，１３５，１００円

契約工期
変更前 平成２２年３月３１日まで

変更後 平成２２年５月１４日まで

　

本
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

七
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

古山大二議長
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人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に

保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の

普
及
の
た
め
に
法
務
大
臣
よ
り

委
嘱
さ
れ
、
任
期
は
三
年
、
定

数
は
七
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
入
澤
氏
の
任
期
が
六

月
三
十
日
に
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
き
委
員
と
し
て
推

薦
し
た
い
と
し
て
、
議
会
に
意

見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
投
票

に
よ
る
採
決
の
結
果
、
適
任
と

さ
れ
ま
し
た
。

〇
部
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
二
十
四
年
度
の
開
通
を

目
指
し
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
、さ
が
み
縦
貫
道
路
（
仮
称
）

寒
川
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
の
田
端
西
地
区
を
産
業
集
積

拠
点
と
し
て
推
進
す
る
た
め
、

委
員
会
審
査

― 

議
案
の
概
要 

―

　
本
定
例
会
で
は
委
員
会
に
対
し
、
議
案
二
十
件
が
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　
三
月
二
十
三
日
の
最
終
日
に
は
、
委
員
長
よ
り
審
査
報
告
が

行
わ
れ
、
委
員
会
審
査
同
様
、
議
案
二
十
件
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
建
設
部
の
事
務
分
掌
に
、

新
た
に
「
田
端
西
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
関
す
る
こ
と
を
加

え
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
伴
い
、
関
連
す

る
規
則
を
改
正
し
「
田
端
西
地

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
が
新

設
さ
れ
ま
す
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
課
の

体
制
は
。
約
百
四
十
名
の
地
権

者
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
積

極
的
な
人
員
配
置
が
必
要
と
考

え
る
が
。

Ａ　

人
員
配
置
は
三
名
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
増
員
等
は
、
今

後
全
庁
的
な
組
織
の
見
直
し
や

当
該
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗

状
況
等
を
勘
案
し
判
断
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

〇
情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
改
正

　

情
報
公
開
審
査
会
の
委
員
の

守
秘
義
務
違
反
に
対
す
る
罰
則

規
定
を
追
加
す
る
な
ど
、
条
文

の
整
備
を
図
る
た
め
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

主
な
改
正
内
容
は
、
①
労
働

基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

月
六
十
時
間
を
超
え
る
時
間
外

勤
務
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定

②
夜
間
勤
務
手
当
の
新
設
③
町

の
財
政
状
況
の
急
激
な
悪
化
に

伴
い
、
管
理
職
員
以
外
の
職
員

の
給
料
月
額
を
二
％
減
額
（
平

成
二
十
二
年
四
月
か
ら
二
十
三

年
三
月
末
ま
で
）
す
る
も
の
で

す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、「
内
需
拡

大
と
労
働
条
件
の
後
退
と
な

る
」
と
の
反
対
討
論
と
、「
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
住
民
に

我
慢
を
願
う
た
め
に
は
職
員
自

ら
が
身
を
切
る
こ
と
も
必
要
」

と
の
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。【

主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
、

月
に
六
十
時
間
を
超
え
る
職
員

の
数
は
。
ま
た
、
現
状
か
ら
適

正
な
職
員
配
置
が
望
ま
れ
る

が
。

Ａ　

二
十
数
名
で
す
。
実
態
と

し
て
一
時
的
に
超
過
す
る
職
場

も
あ
り
ま
す
。
各
担
当
と
協
議

し
、対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

給
料
月
額
二
％
の
減
額
に

よ
る
影
響
額
は
。

Ａ　

全
体
で
約
二
千
四
百
万
円

で
す
。

〇
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

社
会
情
勢
等
の
変
化
に
か
ん

が
み
、
特
殊
勤
務
手
当
の
適
正

化
を
図
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
夜
間
特
殊
業

務
手
当
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

〇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構

成
員
等
の
所
有
す
る
軽
自
動
車

等
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構

成
員
等
、
契
約
者
又
は
軍
人
用

販
売
機
関
等
の
所
有
に
係
る
軽

自
動
車
等
に
対
す
る
軽
自
動
車

税
の
徴
収
方
法
及
び
税
率
に
つ

い
て
、
寒
川
町
町
税
条
例
の
特

例
を
定
め
る
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、「
町
の
条

例
で
定
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
日

本
国
民
と
同
じ
税
額
に
す
べ

き
」
と
の
反
対
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

〇
社
会
教
育
委
員
条
例
等
の
一

部
改
正

　

教
育
委
員
会
の
附
属
機
関
の

適
正
化
を
図
る
た
め
提
案
さ

れ
、
そ
の
内
容
は
、
社
会
教
育

委
員
の
会
議
に
公
民
館
運
営
審

議
会
及
び
図
書
館
協
議
会
を
統

合
す
る
も
の
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、「
統
合
に

よ
り
独
自
性
や
専
門
性
が
損
な

わ
れ
る
」
と
の
反
対
討
論
と
、

「
統
合
は
理
解
す
る
が
、
現
場

の
声
を
反
映
す
る
た
め
審
議
の

場
が
必
要
」
と
の
賛
成
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

統
合
に
よ
り
委
員
が

二
十
七
名
か
ら
十
名
に
減
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
機
能

が
十
分
に
果
た
せ
る
の
か
。

Ａ　

三
つ
の
委
員
会
の
構
成
員

は
、
推
薦
す
る
母
体
が
重
複
し

て
お
り
、
統
合
す
る
こ
と
で
社

会
教
育
の
総
合
的
な
推
進
が
図

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
の

廃
止

　

解
体
工
事
が
進
む
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
入
澤
　
章
　
氏
を
適
任

解体状況を視察する委員
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〇
非
常
勤
特
別
職
等
の
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

公
民
館
運
営
審
議
会
及
び
図

書
館
協
議
会
並
び
に
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
の
廃
止

に
伴
い
、
条
文
の
整
理
を
図
る

た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〇
町
立
公
民
館
条
例
の
一
部
改

正
等

　

寒
川
町
公
民
館
の
老
朽
化
に

伴
い
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
本
年
三
月
を

も
っ
て
休
館
す
る
寒
川
町
公
民

館
の
一
部
機
能
を
、
隣
接
す
る

寒
川
小
学
校
内
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
に
移
し
、
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。【

主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

こ
れ
ま
で
公
民
館
を
利
用

し
て
き
た
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動

は
、
今
後
補
償
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

利
用
者
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
意
向
調
査
を
行
い
、
他

の
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
く
な

ど
、
概
ね
ご
理
解
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

Ｑ　

解
体
と
建
て
替
え
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

現
時
点
で
は
未
定
で
す
。

財
政
状
況
が
好
転
す
れ
ば
、
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
町
営
プ
ー
ル
条
例
の
一
部
改

正
　

施
設
の
老
朽
化
及
び
町
の
財

政
状
況
の
急
激
な
悪
化
に
伴

い
、
①
老
朽
化
し
た
二
五
ｍ

プ
ー
ル
を
当
分
の
間
休
止
②

二
五
ｍ
プ
ー
ル
以
外
の
施
設
の

開
場
期
間
を
当
分
の
間
、
七

月
の
第
三
土
曜
日
か
ら
八
月

三
十
一
日
ま
で
と
す
る
も
の
で

す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、「
短
縮
さ

れ
る
期
間
の
う
ち
土
日
の
開
場

は
行
う
べ
き
」
と
の
反
対
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

二
五
ｍ
プ
ー
ル
の
休
止
理

由
は
。

Ａ　

老
朽
化
に
よ
る
屋
根
部
分

の
腐
食
や
剥
離
が
進
み
、
大
規

模
改
修
が
必
要
で
す
が
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
費
用
捻
出

が
困
難
で
あ
り
、
利
用
者
の
安

全
を
最
優
先
に
配
慮
し
休
止
す

る
も
の
で
す
。

Ｑ　

開
場
期
間
の
短
縮
理
由

は
。
ま
た
そ
の
期
間
中
の
利
用

実
態
は
。

Ａ　

短
縮
さ
れ
る
期
間
は
、
学

校
の
夏
休
み
前
で
あ
り
、
利
用

者
数
が
少
な
い
状
況
と
厳
し
い

財
政
状
況
等
を
勘
案
し
決
断
し

ま
し
た
。
そ
の
間
（
七
月
一
日

か
ら
二
十
日
）
の
利
用
者
数
は

約
三
千
八
百
人
で
す
。

〇
野
外
体
育
施
設
条
例
の
制
定

　

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
及
び
振
興

を
図
り
、
も
っ
て
町
民
の
心
身

の
健
全
な
発
達
に
寄
与
す
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

野
外
体
育
施
設
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
規
則
等
に
よ
り

設
置
・
管
理
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
、
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公

園
の
拡
充
整
備
に
伴
い
、
条
例

を
制
定
し
管
理
す
る
も
の
で

す
。

〇
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
条
文
の
整

備
を
図
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
、
改
正
概
要
は
、
保
険
料

の
所
得
割
額
の
算
定
方
法
及
び

減
額
賦
課
の
適
用
を
判
定
す
る

た
め
の
総
所
得
金
額
の
算
定
方

法
を
改
め
る
も
の
で
す
。

〇
敬
老
金
条
例
の
一
部
改
正

　

社
会
情
勢
等
の
変
化
に
か
ん

が
み
、
敬
老
金
の
額
及
び
対
象

者
の
見
直
し
を
行
う
た
め
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、「
給
付
対

象
年
齢
を
八
十
八
歳
か
ら
と
す

る
根
拠
が
不
明
で
あ
り
、
日
本

人
男
性
の
平
均
寿
命
を
比
較
す

る
と
、
男
性
は
給
付
さ
れ
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
の
反

対
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

改
正
を
決
断
し
た
社
会
情

勢
等
の
変
化
と
は
何
か
。

Ａ　

日
本
人
の
平
均
寿
命
の
推

移
、
敬
老
金
の
本
来
の
性
質
、

町
の
財
政
状
況
、
近
隣
の
動
向

等
を
勘
案
し
判
断
し
ま
し
た
。

Ｑ　

対
象
数
と
影
響
額
は
。

Ａ　

現
行
で
は
対
象
者
約

四
百
六
十
名
、
改
正
後
は
約
百

名
と
な
り
、
約
二
百
四
十
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
す
。

〇
重
度
障
害
者
等
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
文
の

整
備
を
図
る
た
め
提
案
さ
れ
、

医
療
費
助
成
の
対
象
に
肝
臓
の

機
能
障
害
を
追
加
す
る
も
の
で

す〇
在
宅
重
度
障
害
者
等
福
祉
手

当
支
給
条
例
の
一
部
改
正

　

社
会
情
勢
等
の
変
化
に
か
ん

が
み
、
対
象
者
の
範
囲
の
適
正

化
を
図
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
在
宅
重
度
障

害
者
等
福
祉
手
当
の
支
給
要
件

に
所
得
制
限
を
設
け
る
も
の
で

す
。

　

所
得
制
限
の
内
容
は
、
所
得

金
額
が
二
百
五
十
万
円
未
満
の

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
は
、
現

行
の
二
分
の
一
を
支
給
。
所
得

金
額
が
二
百
五
十
万
円
以
上
の

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
は
支
給

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
方
及
び
重
度
重
複
障
害
の
方

は
現
行
の
と
お
り
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、「
削
減
さ

れ
た
財
源
を
充
て
る
べ
き
地
域

支
援
施
策
が
示
さ
れ
ず
、
歳
出

削
減
あ
り
き
の
改
定
で
あ
る
」

と
の
反
対
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。【

主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

所
得
制
限
を
設
け
た
理
由

は
。

Ａ　

個
人
を
対
象
と
し
た
一
律

の
現
金
給
付
を
見
直
し
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
、
重
度
重
複

障
害
者
等
へ
の
給
付
の
重
点
化

を
図
る
な
ど
、
障
害
者
施
策
を

推
進
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の

で
す
。

Ｑ　

所
得
制
限
を
設
け
た
こ
と

に
よ
る
影
響
は
。

Ａ　

約
三
百
七
十
人
が
対
象
外

と
な
り
、
約
七
百
万
円
の
減
額

と
な
る
見
込
み
で
す
。

Ｑ　

地
域
支
援
施
策
の
具
体
的

内
容
は
。

Ａ　

財
政
状
況
が
好
転
す
れ

ば
、
新
た
な
施
策
を
展
開
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

〇
緑
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
の
財
政
状
況
の
急
激
な
悪

化
に
伴
い
、
保
存
樹
林
の
保
全

拡充整備された田端スポーツ公園
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本
定
例
会
で
は
、
陳
情
二
件
が
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
二
件
と
併
せ
て
審
査
さ
れ

ま
し
た
。

　
三
月
二
十
三
日
（
最
終
日
）
に
採
決
が
行
わ
れ
、
次
の

と
お
り
委
員
会
と
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

請
願

 

陳
情
の

  

審
査
結
果

◇
健
全
に
運
営
す
る
自
主
共
済

に
対
し
、
新
保
険
業
法
の
適
用

除
外
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に

提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
陳

情
　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
に
提

出
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査
の

結
果
、不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◇
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
の
早
期
定
期
予
防
接

種
化
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書

提
出
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る

陳
情

　

平
成
二
十
一
年
九
月
に
提
出

さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◇
改
正
貸
金
業
法
の
完
全
施
行

等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

　

平
成
二
十
二
年
二
月
に
提
出

さ
れ
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◇
公
契
約
条
例
の
制
定
お
よ
び

町
民
生
活
関
連
の
公
共
事
業
発

注
促
進
等
に
よ
る
地
域
経
済
振

興
策
を
求
め
る
陳
情
書

　

平
成
二
十
二
年
二
月
に
提
出

さ
れ
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

に
必
要
な
奨
励
補
助
金
の
交
付

を
当
分
の
間
、
行
わ
な
い
と
す

る
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

助
成
休
止
に
つ
い
て
保
存

樹
林
等
の
所
有
者
へ
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

Ａ　

本
年
三
月
、
対
象
者

二
十
八
名
に
説
明
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ　

助
成
休
止
に
伴
う
影
響
額

は
。
ま
た
、
助
成
制
度
の
今
後

は
。

Ａ　

約
百
三
十
万
円
で
す
。
今

後
は
財
政
状
況
が
好
転
す
れ
ば

復
活
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

〇
消
防
長
の
任
命
資
格
を
定
め

る
条
例
の
制
定

　

市
町
村
の
消
防
長
及
び
消
防

署
長
の
任
命
資
格
を
定
め
る
政

令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
本
町

の
消
防
長
の
任
命
資
格
を
定
め

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

〇
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　

個
室
型
店
舗
を
避
難
管
理
の

対
象
と
す
る
た
め
、
条
文
の
整

備
を
図
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
内
容
は
個
室
型
店

舗
に
お
い
て
、
避
難
通
路
を
確

保
す
る
た
め
必
要
な
規
定
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

〇
寒
川
町
と
茅
ヶ
崎
市
と
の
資

源
物
処
理
に
関
す
る
事
務
の
事

務
委
託
に
関
す
る
協
議

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
資
源
物
処
理
に
関
す
る
事

務
に
つ
い
て
茅
ヶ
崎
市
か
ら
委

託
を
受
け
る
た
め
、
茅
ヶ
崎
市

と
協
議
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
現
在
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
整
備
が
計

画
さ
れ
て
い
る
（
仮
称
）
広
域

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
資
源
物
処
理
を
事
務
委
託

方
式
で
茅
ヶ
崎
市
よ
り
受
託
す

る
も
の
で
、
事
務
委
託
に
関
連

す
る
規
約
を
定
め
る
も
の
で

す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、「
厳
し
い

財
政
状
況
を
勘
案
し
、（
仮
称
）

広
域
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

整
備
は
延
期
す
べ
き
」
と
の
反

対
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

改正貸金業法の完全施行等に関する意見書

　経済・生活苦で増加する自殺者や自己破産者など、深刻な多重債務問題を解決するため、出資法の上限金利の引下げ、収入の３分
の１を超える過剰貸付契約の禁止（総量規制）などを含む改正貸金業法が平成18年12月に成立し、同法が本年６月までに完全施行さ
れる予定である。
　改正貸金業法成立後、政府は多重債務者対策本部を設置し、多重債務問題改善プログラムの策定や官民連携による多重債務対策に
取り組んできた結果、多重債務者が減少し着実にその成果を上げつつある。
　一方、消費者金融の成約率の低下や資金調達が制限された中小企業者の倒産の増加という背景から、改正貸金業法の完全施行の延
期や貸金業者に対する規制の緩和を求める声が出ている。しかしながら、改正貸金業法の完全施行の先延ばしや貸金業者に対する金
利規制の緩和は、再び自殺者や自己破産者、多重債務者の急増を招きかねない。
　よって、国会及び政府においては、地方消費者行政の充実及び多重債務問題の課題を踏まえ、次の事項について実現するよう強く
求める。
１　改正貸金業法を早期に完全施行すること。
２　地方自治体での多重債務相談体制が拡充されるよう支援すること。
３　個人及び中小事業者向けのセーフティネット貸付をさらに充実させること。
４　ヤミ金融を徹底的に摘発すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　平成22年３月23日

提出先：衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・法務大臣・内閣府特命担当大臣（金融）・内閣府特命担当大臣（消費者）

提
出
し
た
意
見
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
定
例
会
で
は
、
意
見
書
案
一
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
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平
成
二
十
四
年
度
に
建
設
費

約
二
十
億
円
の
（
仮
称
）
広
域

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
建
設

さ
れ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
ご

み
を
減
ら
し
資
源
の
む
だ
遣
い

を
し
な
い
重
要
な
方
法
で
あ
る

が
、
適
正
な
コ
ス
ト
負
担
の
も

と
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
効
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。

　

昨
年
十
二
月
の
定
例
会
で
、

「
計
画
ど
お
り
に
進
め
る
こ
と

が
財
政
負
担
を
最
小
限
に
抑
え

ら
れ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

　

①
こ
の
事
業
は
、
町
の
廃
棄

物
抑
制
に
つ
な
が
る
の
か
。

　

②
建
設
後
の
財
政
負
担
は
。

　

③
町
の
検
討
内
容
と
住
民
へ

の
デ
ー
タ
の
公
表
は
。

　

町
長　

①
環
境
に
配
慮
し
、

安
全
に
衛
生
的
に
ご
み
を
分
別

し
て
資
源
化
す
る
た
め
に
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
が
最
も
有
効

に
機
能
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

③
建
設
費
は
二
十
億
円
以
下

を
目
標
に
、
運
営
は
経
験
の
あ

る
業
者
を
選
定
し
、
維
持
管
理

を
含
め
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図

れ
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
機

能
の
施
設
に
す
る
か
、
結
論
が

出
た
段
階
で
町
民
や
議
会
に
も

説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

①
施
設
は

資
源
の
適
正
管
理
・
処
理
を
行

う
た
め
の
圧
縮
梱
包
の
中
間
処

理
施
設
で
あ
る
た
め
、
資
源
化

の
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
み

減
量
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

②
年
間
、
約
四
千
七
十
万
円

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

策
定
に
実
現
性
を
　
　

　

財
政
が
縮
小
し
て
い
く
時
代

と
な
り
、
よ
り
一
層
の
計
画
的

な
財
政
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

実
現
さ
れ
な
い
計
画
は
無
駄
と

考
え
る
が
、
町
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
を
具
体
的
か
つ
実
効

性
あ
る
計
画
と
す
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
つ
い
て
問
う
。

　

①
実
効
性
を
高
め
る
方
策
は
。

　

②
選
択
と
集
中
の
考
え
を
ど

う
活
か
す
の
か
。

　

町
長　

①
財
政
推
計
に
基
づ

い
た
策
定
を
行
い
、
住
民
と
の

協
働
に
よ
り
策
定
し
ま
す
。

　

②
長
期
展
望
を
持
ち
、
税
収

に
合
っ
た
事
業
の
選
択
と
集
中

に
よ
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

①
財
政
推

計
に
基
づ
い
た
財
源
措
置
と
考

え
ま
す
。

町
民
の
疑
問
や
不
安
を
な
く
す

財
政
状
況
の
説
明
を
！

佐
　
藤
　
美
　
鈴
　
議
員

（
仮
称
）広
域
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
の
妥
当
性
は
　

柳
　
下
　
雅
　
子
　
議
員

　

町
は
、
平
成
二
十
二
、
二
十

三
年
度
の
予
算
に
財
源
不
足
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
年

一
月
に
緊
急
財
政
対
策
町
民
説

明
会
を
開
催
し
、
そ
の
内
容
は

「
広
報
さ
む
か
わ
」
に
も
掲
載

さ
れ
た
。
財
政
状
況
を
説
明
す

る
に
あ
た
り
、
以
下
の
点
を
問

う
。

　

①
説
明
会
を
開
催
し
た
目
的

は
何
か
。

　

②
来
年
度
も
同
様
の
財
政
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
は
あ
る

か
。

　

③
今
回
の
緊
急
財
政
対
策
は

新
聞
で
も
報
道
さ
れ
、
町
民
の

町
政
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
納
税
者
で
あ
る
町
民
が
、

今
年
度
実
施
予
定
の
事
業
や
町

の
借
金
な
ど
を
理
解
し
、
受
益

者
負
担
に
つ
い
て
考
え
る
た
め

に
も
、
昨
年
同
様
の
「
広
報
さ

む
か
わ
」
予
算
特
別
号
を
発
行

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

④
町
政
へ
の
疑
問
を
解
消
し
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
広
げ

あ
り
、
特
集
号
に
は
で
き
ま
せ

ん
が
、「
広
報
さ
む
か
わ
」
を

活
用
し
、
町
が
ど
う
い
う
財
政

状
況
に
あ
る
の
か
、
新
年
度
予

算
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
な
ど

工
夫
し
て
わ
か
り
や
す
い
情
報

伝
達
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
次
長　

④
町
の
し
く
み

等
を
知
り
た
い
町
民
の
学
習
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
、
町
職

員
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
さ

む
か
わ
出
前
講
座
（
現
在
二
十

二
講
座
）
が
あ
り
ま
す
。
講
座

に
な
い
内
容
で
も
要
請
が
あ
れ

ば
調
整
し
、
派
遣
で
き
ま
す
。

ま
た
、
財
政
関
係
の
講
座
の
メ

ニ
ュ
ー
化
に
つ
い
て
担
当
課
と

調
整
し
ま
す
。

　

本
定
例
会
で
は
、
三
月
八

日
、
九
日
に
、
議
員
十
人
に

よ
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

一質
般問

ここが聞きたい！

（仮称）広域リサイクル
センター建設予定地

る
た
め
に
、
財
政
や
事
業
を
学

ぶ
場
を
設
置
し
、
理
解
を
求
め

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
生

涯
学
習
を
利
用
し
た
講
座
開
催

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
経
済
情
勢
の
悪
化

に
よ
り
、
町
税
収
入
が
大
幅

な
落
ち
込
み
と
な
る
こ
と
か

ら
、
緊
急
財
政
対
策
会
議
を
設

け
、
財
源
確
保
策
や
各
事
業
の

見
直
し
等
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
内
容
に
は
町
民
生
活

に
直
接
影
響
を
与
え
る
も
の
も

あ
る
た
め
、
財
政
状

況
や
見
直
し
内
容
を

伝
え
、
ご
意
見
等
を

受
け
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
す
る

た
め
に
開
催
し
ま
し

た
。

　

②
現
段
階
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、

必
要
に
応
じ
て
対
応

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

③
紙
面
の
制
約
等
も

町民説明会のようす
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地
方
分
権
、地
域
主
権
で

大
胆
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を

小
　
沢
　
千
　
明
　
議
員

ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
で

学
校
裏
サ
イ
ト
の
い
じ
め
根
絶
へ

太
　
田
　
真
奈
美
　
議
員

　

現
在
、
子
ど
も
た
ち
は
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
日
常
的
に

使
用
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省

の
調
査
で
、
学
校
裏
サ
イ
ト
と

呼
ば
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
サ
イ
ト
は
約
三
万
八
千
件
も

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
元
々

は
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
の
連
絡
な

ど
、
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
で
と
て
も
便
利
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
学
校
に

通
う
生
徒
で
し
か
知
り
え
な
い

情
報
や
同
級
生
の
悪
口
な
ど
が

書
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
温
床
と
な
っ

て
、
裏
サ
イ
ト
な
ど
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昨
年
四
月
に
、「
青
少
年
が

安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
、
独
自
に
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー

ル
に
取
り
組
む
自
治
体
が
増
え
、

一
定
の
効
果
も
上
げ
て
い
る
。

そ
こ
で
町
長
に
以
下
の
点
を
伺

う
。

　

①
学
校
裏
サ
イ
ト
の
利
用
実

態
と
取
り
組
み
状
況
は
。

　

②
保
護
者
へ
の
対
応
は
。

　

③
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
導
入

の
考
え
は
。

　

④
県
教
育
委
員
会
と
文
教
大

学
が
連
携
し
て
学
校
裏
サ
イ
ト

の
実
態
調
査
に
乗
り
出
す
が
、

寒
川
町
は
対
象
か
。

　

教
育
長　

①
昨
年
実
施
し
た

抽
出
調
査
で
は
、
小
学
生
で
一

八
％
、
中
学
生
で
五
〇
％
が
ブ

ロ
グ
、
掲
示
板
等
を
利
用
（
閲

覧
の
み
を
含
む
）
し
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
誹

謗
中
傷
等
は
中
学
校
で
年
に
数

件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
県

警
サ
イ
バ
ー
犯

罪
対
策
課
の
講

師
を
招
き
教
職

員
研
究
会
で
研

究
を
行
い
、
児

童
生
徒
の
指
導

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
情
報
モ
ラ
ル
育

成
の
た
め
、
企
業
の
講
師
に
よ

る
携
帯
電
話
教
室
な
ど
も
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
し
い
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
く
情
報
モ
ラ
ル
教

育
指
導
計
画
を
立
案
し
、
来
年

度
か
ら
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
実

践
し
指
導
す
る
予
定
で
す
。

　

②
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
携
帯
電
話

教
室
や
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

情
報
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

③
現
在
、
教
員
を
中
心
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
題
と
な
る
書
き
込
み
は
少
な

い
現
状
で
す
。
現
時
点
で
は
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

④
ご
指
摘
の
取
り
組
み
は
、

教
員
へ
の
指
導
助
言
も
あ
る
と

の
話
も
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、

進
ん
で
参
加
す
る
意
向
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
施
政
方
針

が
示
さ
れ
た
が
、
舵
取
り
と
し

て
の
大
局
観
が
見
え
て
こ
な
い
。

町
制
七
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
と
、
地
方
分
権
、
地
域
主

権
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
最
も

重
要
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え

は
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
人
口
増
計

画
の
策
定
が
期
待
さ
れ
る
中
、

町
長
は
町
制
八
十
周
年
を
迎
え

る
考
え
な
の
か
。
そ
れ
と
も
市

制
元
年
を
迎
え
る
考
え
な
の
か
。

　

町
長　

国
で
は
、
地
域
主
権

戦
略
大
綱
（
仮
称
）
を
策
定
中

で
、
先
行
き
は
見
え
な
い
状
況

で
す
。
町
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
て
、
地
方
の
考

え
や
現
状
を
国
に
訴
え
た
い
と

考
え
ま
す
。
さ
ら
に
国
や
他
の

地
方
公
共
団
体
の
動
向
を
注
視

し
、
地
域
主
権
改
革
に
対
応
す

べ
く
検
討
す
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
町
制
・
市
制
の
考
え

方
は
、
さ
が
み
縦
貫
道
路
完
成

に
よ
る
人
口
動
向
等
に
注
目
し

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

教
育
現
場
の
　
　
　

　
　
　
資
質
向
上
を

　

町
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
、

就
任
一
年
を
過
ぎ
た
教
育
長
に

伺
う
。
財
政
難
を
理
由
に
子
ど

も
た
ち
に
不
安
や
我
慢
を
強
い

る
事
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

　

①
政
権
交
代
後
、
教
職
員
の

定
数
増
や
少
人
数
学
級
の
拡
大

も
含
め
て
、
学
校
運
営
に
変
化

は
あ
る
の
か
。

　

②
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
策
や
教
員
の
資
質
向

上
策
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

直
結
す
る
と
考
え
る
。
教

員
研
修
に
対
す
る
町
の
考

え
は
。
ま
た
、
学
力
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
具
体
的

な
施
策
は
。

　

教
育
長　

①
教
育
に
係

わ
る
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
は
政
策
決
定
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
定
数
増
や
少

人
数
学
級
の
拡
大
は
、
町
と
し

て
歓
迎
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

②
教
員
の
資
質
は
「
鉄
は
熱

い
う
ち
に
打
て
」
の
考
え
か
ら
、

初
任
者
や
二
年
目
の
教
員
に
重

点
的
に
研
修
を
実
施
し
、
全
体

で
は
教
職
研
究
会
、
教
育
講
演

会
、
校
内
研
究
会
等
を
通
じ
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
学
力
面

で
は
、
中
学
校
で
習
熟
度
別
学

習
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
が
あ
り
、

小
学
校
で
は
少
人
数
学
級
や
チ

ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で

も
計
画
的
に
学
校
訪
問
を
行
い
、

学
力
向
上
に
向
け
た
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

資質向上に向けた取り組み

平成18・19年度文部科学省委託事業「情報モラル等サポート事業」 

「情報モラル教育」指導手法等検討委員会 編（委員・研究協力者一覧） 

 
情報モラル教育のねらいはど

こにあり、どのように指導した

らよいかなど、先生方が知って

おくべき基本的な知識が解説

されています。

 
登録実践事例（200件）が、学校

種、学年、教科等、学習目標や学

習項目で検索、およびキーワード

全文検索ができます。実践の留意

点やコメントなども書かれていま

す。

 
情報モラル教育に関する用

語や役に立ちそうなリンク

集などが紹介されていま

す。

 
すぐにでも実践したい先

生方向けに、実践の観

点や進め方などが解説

されています。

 
平成18年度に本事業の

協力校で実施した児童・

生徒の実態調査結果や

白書からのデータがまと

められています。

 
「情報モラル指導モデルカリキュラ

ム」をWebページで提供しています。

大目標の表の枠をクリックすると、モ

デルカリキュラムと小目標・学習項目

の一例が表示されるようになってい

ます。 

より詳しい検索は「情報モラル指導実践事例集（検索）」の

「学習目標・活動で絞り込む」で行うことができます。

 
印刷物として配布された「情報モラル指導実

践キックオフガイドブック」のPDFファイルがダ

ウンロードできます。研修会などで使える解

説用のwebページや、説明図なども入手でき

ます。

1/1 ページやってみよう 情報モラル教育

2010/04/09mhtml:file://C:\Documents and Settings\Administrator\デスクトップ\共有\154-掲載写...
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従
来
ど
お
り
で
は
改
善
は
ム
リ

新
た
な
視
点
、
工
夫
は
な
い
か

早
乙
女
　
昭
　
議
員

健
診
率
向
上
の
取
り
組
み
で

町
民
の
健
康
を
守
れ

海
老
根
　
照
　
子
　
議
員

　

財
政
厳
し
い
二
十
二
年
度
の

施
政
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
財
政
が
厳
し
い
時
こ
そ
一

層
の
財
源
確
保
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。
新
た
に
取
り
組
む
収

納
策
は
何
か
。
ま
た
、
国
保
料

収
納
率
向
上
の
た
め
コ
ン
ビ
ニ

収
納
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　

②
さ
が
み
縦
貫
道
路
が
一
部

開
通
し
た
。
寒
川
北
イ
ン
タ
ー

に
接
続
す
る
（
仮
称
）
湘
南
台

寒
川
線
の
都
市
計
画
決
定
が
遅

れ
て
い
る
。
こ
の
二
年
間
何
の

進
展
も
見
ら
れ
な
い
。
も
っ
と

積
極
的
に
動
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
こ
の
道
路
に
交
差

す
る
町
道
宮
山
倉
見
一
三
号
線

の
整
備
計
画
の
考
え
は
。

　

③
寒
川
町
は
雨
水
整
備
が
遅

れ
て
い
る
。
計
画
的
に
進
め
る

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
身
が

全
く
見
え
て
来
な
い
。
明
確
に

す
べ
き
で
は
。

　

④
財
政
が
厳
し
い
中
で
も
健

康
増
進
、
健
康
づ
く
り
に
注
力

す
る
と
し
な
が
ら
歯
科
医
療
費

等
大
き
く
減
額
し
て
い
る
。
歯

科
医
療
事
業
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　

⑤
二
輪
車
の
事
故
防
止
対
策

が
近
隣
市
町
に
比
較
し
遅
れ
て

い
る
。
新
た
な
取
り
組
み
等
を

徹
底
し
て
実
施
す
べ
き
で
は
。

　

町
長　

②
湘
南
台
寒
川
線
は
、

県
の
イ
ン
タ
ー
直
結
案
に
対
し
、

町
は
地
域
や
町
内
企
業
へ
の
影

響
等
を
勘
案
し
、
目
久
尻
川
沿

い
を
通
る
南
ル
ー
ト
案
を
策
定

し
、
県
と
交
渉
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
山
倉
見
一
三
号
線

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
当

面
は
路
側
線
や
カ
ラ
ー
舗
装
等

で
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

④
事
業
見
直
し
が
健
康
づ
く

り
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

事
業
の
工
夫
や
歯
科
医
師
会
と

の
調
整
を
図
り
対
応
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

総
務
部
長　

①
県
職
員
の
短

期
派
遣
の
活
用
や
滞
納
整
理
強

化
週
間
の
増
設
等
に
よ
り
充
実

を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

⑤
意
識
の
向
上
の
た
め
、
啓

発
活
動
の
重
点
化
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
等
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
は
交
通
弱
者
へ
の
啓
発

も
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

①
コ
ン
ビ

ニ
収
納
は
、
過
去
に
検
討
し
見

送
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

近
年
の
動
向
や
実
績
か
ら
再
度

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

②
県
と
の

交
渉
に
つ
い
て
は
、
膠こ

う

着
ち
ゃ
く
状

態
解
決
の
た
め
ト
ッ
プ
同
士
に

よ
る
調
整
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

③
市
街
化
区
域
六
九
八
㌶
の
う

ち
約
五
一
〇
㌶
が
整
備
済
み
で

す
。
今
後
、
比
較
的
状
況
の
悪

い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
進
め
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

①
町
は
、
四
十
歳
か
ら
七
十

五
歳
に
達
す
る
人
を
対
象
に
し

た
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
受
診
率
を
、
平
成
二
十

四
年
に
は
六
五
％
に
す
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
保
健
指
導
の

積
極
的
支
援
・
動
機
付
け
支
援

の
対
象
者
へ
は
、
き
め
細
か
な

指
導
が
求
め
ら
れ
る
。
受
診
率

向
上
の
取
り
組
み
と
人
的
配
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

②
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診

を
進
め
、
若
い
女
性
の
受
診
を

図
る
う
え
で
、
女
医
を
配
置
す

る
考
え
は
。
子
宮
頸
が
ん
に
つ

い
て
は
、
他
の
が
ん
と
異
な
り

ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染

で
あ
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
効
果
的
で
、
検
診
と
併
せ

る
と
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
予
防
で
き

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
諸
外
国

で
も
十
代
前
半
か
ら
の
接
種
を

推
奨
し
て
い
る
。
半
年
に
三
回

の
接
種
で
約
五
万
円
と
高
額
で

あ
る
た
め
、
補
助
を
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
町
は
ど
う
か
。
ま

た
、
中
学
校
の
保
健
体

育
の
中
で
学
習
で
き
な

い
か
。

　

③
乳
が
ん
の
早
期
発

見
は
自
己
検
診
が
効
果

的
。
模
型
に
よ
る
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
の
推

進
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
は
。

　

町
長　

①
町
内
医
療

機
関
と
連
携
し
な
が
ら

Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
受
診
率
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
人
的
配
置

に
つ
い
て
は
、
健
康
課
の
保
健

師
等
五
名
を
担
当
で
あ
る
保
険

年
金
課
と
の
兼
務
と
し
、
必
要

に
応
じ
て
保
健
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

②
国
の
動
き
を
注
視
し
て
対

応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

③
ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
会
場
で
、
触
診

模
型
に
よ
る
体
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
町
の
各
種
事

業
の
中
で
体
験
の
機
会
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

①
現
在
、

神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
に
特
定
保
健
指
導
支
援

モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を
要
望
し

て
い
ま
す
。
採
択
さ
れ
れ
ば
、

来
年
度
町
に
保
健
師
一
名
の
派

遣
が
実
現
し
ま
す
。

　

②
女
医
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

特
に
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

③
今
後
は
、
母
親
教
室
の
母

乳
指
導
の
中
で
常
時
行
っ
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
長　

②
教
育
現
場
で
は

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
健
康
意

識
を
喚
起
す
る
中
な
ど
で
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

整備が進むさがみ縦貫道路

健康課の取り組み



13 さむかわ議会だより　154号

さむかわ保育園

コミュニティバス　もくせい号

保
育
園
増
設
の

具
体
的
計
画
は
　
　

喜
多
村
　
出
　
議
員

深
刻
な
町
民
の
暮
ら
し
と

　
商
工
業
者
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に

村
　
田
　
桂
　
子
　
議
員

　

昨
年
来
の
経
済
危
機
で
、
町

民
の
暮
ら
し
・
商
工
業
者
の
営

業
は
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
町

長
の
施
政
方
針
で
町
財
政
の
窮

状
は
述
べ
ら
れ
て
も
、
肝
心
の

町
民
の
暮
ら
し
や
商
工
業
者
へ

の
営
業
支
援
に
つ
い
て
の
言
葉

が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

①
町
長
は
今
の
町
民
の
実
態

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
の

よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

　

②
こ
の
間
の
運
動
で
、
失
業

な
ど
に
よ
り
生
活
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
の
貸
出
制
度
が
改
善

さ
れ
た
。
そ
の
内
容
と
町
民
へ

の
周
知
は
ど
の
よ
う
か
。

　

③
町
民
は
全
般
的
な
生
活
困

難
に
対
し
て
、
ど
こ
で
ど
の
よ

う
な
相
談
を
し
た
ら
よ
い
か
が

わ
か
ら
な
い
。「
生
活
・
雇
用
・

教
育
な
ど
何
で
も
ご
相
談
を
」

と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口

を
創
る
べ
き
。　
　

　

④
町
内
業
者
へ
の
発
注
に
プ

レ
ミ
ア
が
つ
い
た
「
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
を
創
設
し
、

仕
事
お
こ
し
を
行
う
こ
と
が
急

務
と
考
え
る
が
。

　

町
長　

①
緊
急
的
な
対
応
策

と
し
て
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付

制
度
、
中
・
小
企
業
事
業
融
資

制
度
、
県
の
制
度
等
も
あ
り
ま

す
。
支
援
を
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
広
報
に
努
め
ま
す
。

　

③
総
合
的
に
対
応
が
可
能
か
、

検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

②
連
帯
保

証
人
要
件
の
緩
和
、
貸
付
利
子

の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

周
知
は
、
県
の
た
よ
り
、
社

協
だ
よ
り
、
民
生
委
員
の
活
動

な
ど
の
中
で
努
め
て
い
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

③
す
べ
て

の
サ
ポ
ー
ト
を
集
結
し
、
指
導

す
る
こ
と
は
現
状
で
き
ま
せ
ん
。

職
員
の
資
質
向
上
や
交
流
を
図

り
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

④
町
で
は
、
勤
労
者
生
活
資

金
融
資
や
プ
レ
ミ
ア
付
共
通
商

品
券
の
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

現
状
で
は
ご
提
案
の
制
度
は
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
。

運
行
見
直
し
は
急
務
　

　
コ
ミ
バ
ス
北
回
り

　

昨
年
の
運
行
見
直
し
で
、
倉

見
・
原
な
ど
北
部
地
域
の
住
民

は
大
変
困
っ
て
い
る
。
土
・
日

の
運
行
と
朝
七
時
台
の
増
便
が

望
ま
れ
て
い
る
。
住
民
の
声
を

聴
き
早
急
な
改
善
を
。

　

町
長　

変
更
に
伴
い
ご
不
便

を
お
か
け
す
る
点
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
意
見
、
利
用
状
況
、
費

用
対
効
果
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見

直
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

見
直
し
に

つ
い
て
は
、当
面
（
二
年
程
度
）

は
現
状
の
形
態
で
、
推
移
等
を

検
証
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
の
保
育
園
は
不
足

し
て
い
る
と
考
え
る
。
町
長
は

施
政
方
針
の
中
で
「
枠
拡
大
で

の
待
機
児
解
消
を
図
る
」
と
し

て
い
る
が
、
す
で
に
限
界
で
あ

る
。
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行

動
計
画
の
後
期
計
画
で
は
、
九

十
人
規
模
の
保
育
園
の
増
設
と

し
て
い
る
が
、
具
体
化
が
急
が

れ
る
。
町
の
増
設
へ
の
試
算
は

ど
の
よ
う
か
。
民
設
民
営
認
可

保
育
園
は
い
つ
で
き
る
の
か
わ

か
ら
ず
、
経
済
危
機
の
中
、
子

育
て
世
代
は
切
実
で
あ
る
。
公

設
保
育
園
の
増
設
で
、
本
腰
を

入
れ
た
子
育
て
支
援
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
。

　

町
長　

現
在
の
財
政
状
況
で

は
、
一
〇
〇
％
町
負
担
と
な
る

公
設
保
育
園
の
建
設
は
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
す
。
建
設
費

や
運
営
費
が
補
助
対
象
と
な
る

民
設
民
営
認
可
保
育
園
建
設
を

選
択
す
る
方
が
、
実
現
へ
の
近

道
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
担
当
参
事

　

建
設
費
を
国
の
基
準
に
当
て

は
め
た
試
算
で
は
、
建
築
費
補

助
基
準
額
が
約
一
億
六
千
万
円

で
、
町
負
担
は
四
分
の
一
の
約

四
千
万
円
と
考
え
ま
す
。
近
隣

市
の
運
営
費
を
参
考
に
し
た
試

算
で
は
、
年
間
約
一
億
五
千
万

円
で
、
町
負
担
は
四
分
の
一
の

約
三
千
八
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

障
害
者
施
設
の
安
定
し
た

運
営
へ
の
支
援
は
　
　
　

　

地
域
作
業
所
の
「
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
」
へ
の
移

行
は
、
運
営
上
の
困
難
さ

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
自
立
支
援
法
の

下
、
月
額
報
酬
か
ら
日
額

報
酬
に
変
わ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
作
業
所
は
、
利
用

者
に
は
勿
論
、
福
祉
計
画

の
理
念
「
と
も
に
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
」
の
考
え

方
か
ら
も
大
切
な
場
所
で

あ
る
。
運
営
の
安
定
に
向
け
た

町
の
見
通
し
と
財
政
支
援
を
望

む
が
。
ま
た
、
障
害
者
の
就
労

に
は
、
全
庁
的
な
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
。

　

町
長　

就
労
支
援
と
し
て
、

現
在
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

や
美
化
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
等
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

就
労
の
範
囲
を
広
げ
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

運
営
が
不

安
定
に
な
っ
た
場
合
の
支
援
は
、

制
度
が
変
わ
る
た
め
、
基
本
的

に
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
、
利
用
者
が
不
安
定
な

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
相
談

や
家
庭
訪
問
等
に
よ
り
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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財
源
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
　
　

及
　
川
　
栄
　
吉
　
議
員

地
域
お
こ
し
の
た
め

地
域
に
予
算
提
案
権
を

関
　
口
　
光
　
男
　
議
員

　

町
で
は
、
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め

緊
急
財
政
対
策
会
議
を
発
足
し
、

あ
ら
ゆ
る
事
業
の
見
直
し
を
行

っ
た
。
こ
の
厳
し
い
現
状
を
踏

ま
え
た
町
長
の
施
政
方
針
に
つ

い
て
、
以
下
の
点
を
問
う
。

　

①
緊
急
財
政
対
策
会
議
の
二

十
二
年
度
の
取
り
組
み
と
方
針

は
。
ま
た
、
中
長
期
的
視
点
で

の
取
り
組
み
は
。

　

②
安
定
的
な
財
源
確
保
の
確

立
の
た
め
、
町
有
財
産
の
有
効

的
な
活
用
、
広
告
料
収
入
、
寒

川
の
資
源
を
活
用
し
た
観
光
施

策
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
取
り

組
み
が
望
ま
れ
る
が
、
町
長
の

見
解
は
。

　

③
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
行
政
改
革
の
成
果
と
そ
こ
か

ら
見
え
た
課
題
は
。
ま
た
課
題

の
解
決
に
は
横
断
的
に
意
見
を

交
換
し
、
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
行
政
改
革
の
推

進
に
は
、
職
員
の
コ
ス
ト
意
識

な
ど
意
識
改
革
が
大
変
重
要
で

あ
る
。
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
意
識
づ

け
の
方
法
を
ど
の
よ

う
に
実
践
す
る
の
か
。

　

町
長　

①
歳
出
抑

制
の
目
標
は
あ
る
程

度
達
成
し
た
と
考
え

ま
す
。
二
十
二
年
度

は
財
源
確
保
対
策
に

重
点
を
置
き
ま
す
。

　

②
町
有
財
産
の
活

用
は
、（
仮
称
）
健

康
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
用
地
を
初
詣
参
拝
者
の
有
料

駐
車
場
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

今
後
も
活
用
方
法
を
検
討
し
ま

す
。
広
告
料
は
、
公
用
車
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
広
告
掲
載
を

行
い
、
現
在
、
広
報
へ
の
掲
載

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

コ
ミ
バ
ス
へ
も
展
開
す
る
予
定

で
す
。
観
光
施
策
は
町
内
の
滞

在
型
観
光
の
実
現
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
っ
て
お

り
、
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど

具
体
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

③
二
十
年
度
の
行
政
改
革
財

政
効
果
額
は
、
約
七
百
万
円
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
進
展
や
町
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
は
、
職
員
の
さ

ら
な
る
意
識
改
革
が
重
要
で
す
。

　

副
町
長　

①
今
後
、
中
長
期

的
な
施
策
は
、
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
の

中
で
方
針
を
示
し
ま
す
。

　

総
務
部
長　

③
職
員
研
修
の

中
で
問
題
解
決
を
テ
ー
マ
に
研

修
を
行
っ
て
お
り
、
培
っ
た
ス

キ
ル
に
よ
り
改
善
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
併
せ
て

人
事
評
価
や
実
績
評
価
の
充
実

に
よ
り
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
向
上
と
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ

四
年
が
経
過
し
た
。
自
助
、
共

助
、
公
助
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

協
働
し
進
め
る
こ
と
が
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
で
あ
り
、
地
方
分

権
が
進
む
中
、
地
域
の
こ
と
は

地
域
で
考
え
、
主
体
性
と
責
任

を
持
ち
、
自
主
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
時
代
に
入
っ

た
。

　

各
地
域
に
は
、
地
域
ご
と
に

様
々
な
課
題
が
あ
る
。
そ
の
地

域
の
実
情
に
即
し
た
課
題
解
決

の
た
め
に
、
地
域
に
予
算
提
案

権
を
持
た
せ
、
自
主
的
で
自
立

し
た
地
域
お
こ
し
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
住
民
の
意
識
の
高

揚
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
仕

掛
け
は
行
政
の
役
割
で
あ
る
と

思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
の
単
位

は
、
小
学
校
区
の
範
囲
が
好
ま

し
い
と
考
え
る
が
。

　

町
長　

さ
ま
ざ
ま
な
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、

自
助
、
共
助
、
公
助
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
、
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
地
域
が

主
体
性
と
責
任
を
持
ち
、
地
域

の
活
性
化
、
魅
力
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
考
え
方
を
、
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
検
討
す
る
こ
と
は
意

義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
自
治

基
本
条
例
の
推
進
組
織
で
あ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
の
協
議

を
通
じ
、
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

現
在
、
自
治
会
活
動
の
積
極

性
に
つ
い
て
も
、
自
治
会
ご
と

に
温
度
差
が
あ
り
、
町
と
し
て

は
、
意
識
の
高
揚
に
向
け
た
仕

掛
け
や
取
り
組
み
の
範
囲
等
も

検
討
し
、
仕
組
み
づ
く
り
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

寄
附
条
例
の
　
　

　
　
検
討
状
況
は

　

住
民
の
意
向
が
反
映
で
き
る

寄
附
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

昨
年
九
月
の
一
般
質
問
で
提
案

を
し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
状

況
と
制
定
時
期
は
。
ま
た
、
貴

重
な
寄
附
の
受
け
入
れ
に
あ
た

っ
て
は
、
明
確
な
使
途
基
準
が

必
要
と
考
え
る
が
。

　

町
長　

寄
附
条
例
は
、
二
十

二
年
度
中
（
六
～
九
月
頃
）
の

制
定
に
向
け
、
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
大
切
な
寄
附
を
い
た

だ
く
わ
け
で
す
か
ら
、
町
の
施

策
も
よ
り
魅
力
的
で
、
明
る
い

未
来
が
展
望
で
き
る
事
業
を
展

開
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

制
定
に
あ

た
っ
て
は
、
目
的
、
趣
旨
、
使

途
等
を
明
確
に
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

活用が望まれる町有財産

地域分権制度フォーラム（大阪府池田市）
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本
年
二
月
九
日
、
寒
川
町
議

会
が
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ

り
町
村
議
会
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
地
方
自
治
の

本
旨
に
沿
っ
て
議
会
運
営
の
向

上
に
努
め
、
住
民
福
祉
の
増
進

に
貢
献
し
た
町
村
議
会
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
昭
和

四
十
一
年
、
平
成
八
年
に
同
表

彰
を
受
賞
し
て
お
り
、
今
回
十

四
年
ぶ
り
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　本年２月、文教福祉常任委員会は平成２１年度に
工事が行われた、町内２施設の視察を行いました。

【視察した施設】
　①寒川中学校
　　・寒川中学校北棟耐震補強及び大規模改修工事
　②一之宮小学校
　　・一之宮小学校校舎内に移設された
　　　　　　　　児童クラブ室「わんぱくクラブ」

視察報告

全国町村議会議長会　　
　　町村議会表彰を受賞

寒川中学校屋上で説明を受ける委員

本会議インターネット中継

　寒川町議会では、本会議の模様をインターネットで中継しています。
　中継については、生中継と録画中継を行っており、ご自宅等のパソコンからご覧になることができ
ます。ぜひご覧ください。
　なお、録画中継は生中継の後、随時更新いたします。

中継は以下のアドレスからご覧になることができます。
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/about/gikai/index.html

生中継の予定
（６月定例会）

５月３１日（月）　　９時〜
６月　２日（水）　　９時〜
６月１０日（木）　　９時〜
６月１１日（金）　　９時〜
６月１５日（火）　１０時〜

ホームページは「寒川町議会」で検索できます
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審議した議案と結果（第１回臨時会・第１回定例会）

第２回定例会日程
月日（曜） 開始時間 内　　容

５月31日（月） ９：00 本会議
６月２日（水） ９：00 本会議
６月３日（木） ９：00 総務常任委員会
６月４日（金） ９：00 文教福祉常任委員会
６月７日（月） ９：00 建設経済常任委員会

６月８日（火）
９：00 寒川駅周辺整備対策特別委員会
13：15 東海道新幹線新駅対策特別委員会

６月10日（木）
９：00 本会議（一般質問）

６月11日（金）

６月15日（火） 10：00 本会議
（都合により、日程を変更する場合があります。）

http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/about/gikai/index.html
e-mail：m-gikai@town.samukawa.kanagawa.jp

○ 傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてください。
　　（委員会の傍聴は、委員長の許可が必要です。）
　寒川町議会のホームページにも、会期の日程や議会
の傍聴のしかた、請願や陳情の手続き、議員名簿な
どを掲載しています。
　なお、不明な点については議会事務局へお問い合わ
せください。
議会事務局	総務担当ＴＥＬ0467-74-1111内線341・342

議案番号 件　　　　　　　　名 結　　果
議第１号 公共下水道小谷小動幹線枝分割１工事請負契約金額及び工期の変更について 原案可決（全員）
議第２号 平成21年度寒川町下水道事業特別会計補正予算（第3号） 原案可決（全員）
議第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任
議第４号 寒川町部設置条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第５号 寒川町情報公開条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第６号 寒川町個人情報保護条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第７号 寒川町非常勤特別職等の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決（多数）
議第８号 寒川町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決（多数）
議第９号 寒川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 原案可決（多数）
議第10号 寒川町アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の特例に関する条例の制定について 原案可決（多数）
議第11号 寒川町社会教育委員条例等の一部改正について 原案可決（多数）
議第12号 寒川町立公民館条例の一部改正等について 原案可決（全員）
議第13号 寒川町営プール条例の一部改正について 原案可決（多数）
議第14号 寒川町野外体育施設条例の制定について 原案可決（全員）
議第15号 寒川町敬老金条例の一部改正について 原案可決（多数）
議第16号 寒川町国民健康保険条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第17号 寒川町重度障害者等の医療費の助成に関する条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第18号 寒川町在宅重度障害者等福祉手当支給条例の一部改正について 原案可決（多数）
議第19号 寒川町緑の保全及び緑化の推進に関する条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第20号 寒川町クリーンセンター条例の廃止について 原案可決（全員）
議第21号 寒川町消防長の任命資格を定める条例の制定について 原案可決（全員）
議第22号 寒川町火災予防条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第23号 寒川町と茅ヶ崎市との資源物処理に関する事務の事務委託に関する協議について 原案可決（多数）
議第24号 平成21年度寒川町一般会計補正予算(第7号) 原案可決（多数）
議第25号 平成21年度寒川町国民健康保険事業特別会計補正予算(第3号) 原案可決（全員）
議第26号 平成21年度寒川町老人保健事業特別会計補正予算(第2号) 原案可決（全員）
議第27号 平成21年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計補正予算(第3号) 原案可決（多数）
議第28号 平成21年度寒川町下水道事業特別会計補正予算(第4号) 原案可決（全員）
議第29号 平成21年度寒川町（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業特別会計補正予算(第2号） 原案可決（全員）
議第30号 平成22年度寒川町一般会計予算 原案可決（多数）
議第31号 平成22年度寒川町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決（多数）
議第32号 平成22年度寒川町老人保健事業特別会計予算 原案可決（全員）
議第33号 平成22年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決（多数）
議第34号 平成22年度寒川町下水道事業特別会計予算 原案可決（多数）
議第35号 平成22年度寒川町介護保険事業特別会計予算 原案可決（多数）
議第36号 平成22年度寒川町（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業特別会計予算 原案可決（全員）
議第37号 平成21年度寒川町一般会計補正予算(第8号) 原案可決（全員）
意第１号 改正貸金業法の完全施行等に関する意見書の提出について 原案可決（全員）
意第２号 「政治とカネ」の真相解明と政治的道義的責任の究明を強く求める意見書の提出について 否　決
意第３号 後期高齢者医療制度は先送りせずすみやかな廃止を求める意見書の提出について 否　決
意第４号 普天間基地の無条件撤去を求める意見書の提出について 否　決
陳第11号 細菌性髄膜炎を予防するワクチンの早期定期予防接種化を求める国への意見書提出を求めることに関する陳情 不採択
陳第16号 健全に運営する自主共済に対し、新保険業法の適用除外を求める意見書を国に提出することについての陳情 不採択
陳第１号 改正貸金業法の完全施行等に関する意見書の提出を求める陳情 採　択
陳第２号 公契約条例の制定および町民生活関連の公共事業発注促進等による地域経済振興策を求める陳情書 不採択

（議は議案　意は意見書案　陳は陳情）

ホームページは「寒川町議会」で検索できます


